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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

SM72442

太陽光発電モジュール向けプログラマブル最大電力点追従コントローラ

概要

SM72442 は、 4 つのスイッチからなる昇降圧型コンバータ向け
に 4 つの PWM ゲート駆動信号を制御できるプログラマブル
MPPT ( 最大電力点追従 ) コントローラです。 SM72442 には、  
パネル・モード (PM) と呼ばれる独自のアルゴリズムも搭載され、
パネルをパワー ・ オプティマイザ回路の出力に直接接続できま
す。 SM72295 ( 太陽光発電フルブリッジ・ドライバ ) と組み合わ  
せると、最大効率 99.5％の MPPT 内蔵 DC/DC コンバータ向け
ソリューションが実現します。 チップ内には、 入力 / 出力の電圧 
と電流、 またハード設定値の検出に使用される 8 チャネル、 12
ビットの A/D コンバータが組み込まれています。 外部からプログ 
ラム可能な値としては、 最大出力電圧や電流のほか、 スルー
レート、 ソフトスタート、 パネル ・ モードに関する各種設定が挙
げられます。

特長

■ リニューアブル ・ エナジー ・ グレード

■ プログラム可能な最大電力点追従

■ 太陽光発電モジュールの電圧 / 電流計測

■ 単一のインダクタと 4 つのスイッチからなる昇降圧型 
コンバータを制御

■ I2C 通信インタフェース

■ VOUT の過電圧保護

■ 過電流保護

パッケージ

■ TSSOP-28

ブロック図

FIGURE 1.   Block Diagram
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ブロック図 ( つづき )

FIGURE 2.   Typical Application Circuit
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ピン配置図

FIGURE 3.   Top View
TSSOP-28

製品情報
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ピン説明

ピン 名称 説明

1 RST アクティブ Low 信号。 デジタル回路への外部リセット入力信号です。 
2 NC1 テスト用に予約済み。 このピンはグラウンドに接続してください。

3 VDDD デジタル電源電圧。 5V 電源に接続してください。 VSSD との間にバイパス ・ コンデンサとして 0.1μF のチップ ・ 
セラミック ・ コンデンサを 1 つ挿入します。

4 VSSD デジタル ・ グラウンド。 デジタル電源とデジタル信号のグラウンド ・ リターン。

5 NC2 未接続。 このピンは、 10k 抵抗を使って 5V 電源にプルアップしてください。 
6 I2C0 I2C 通信のアドレス指定。

7 I2C1 I2C 通信のアドレス指定。

8 SCL I2C クロック。

9 SDA I2C データ。

10 NC3 テスト用に予約済み。 このピンはグラウンドに接続してください。

11 PM_OUT パネル ・ モードがアクティブな場合、 このピンは 5V の振幅で 400kHz の矩形波信号を出力します。 それ以外の場 
合は、 Low 状態を維持します。

12 VDDA アナログ電源電圧。 この電圧はリファレンス電圧としても使用されます。 5V 電源に接続してください。 VSSA との間  
にバイパス ・ コンデンサとして 1μF と 0.1μF のチップ ・ セラミック ・ コンデンサを 1 つずつ挿入します。

13 VSSA アナログ ・ グラウンド。 アナログ電源と信号のグラウンド ・ ピンです。

14 A0 A/D 入力チャネル 0。 抵抗分圧回路を 5V 電源に接続して、 最大出力電圧を設定します。 抵抗値の設定の詳細  
は、 アプリケーション情報を参照してください。

15 AVIN 入力電圧検出ピン。

16 A2 A/D 入力チャネル 2。 抵抗分圧回路を 5V 電源に接続して、 パネル ・ モード (PM) の開始 / 終了条件を設定しま 
す。 SM72442 で設定可能なモードについては、 アプリケーション情報を参照してください。

17 AVOUT 出力電圧検出ピン。

18 A4 A/D 入力チャネル 4。 抵抗分圧回路を 5V 電源に接続して、 最大出力電流を設定します。 抵抗値の設定の詳細  
は、 アプリケーション情報を参照してください。

19 AIIN 入力電流検出ピン。

20 A6 A/D 入力チャネル 6。 抵抗分圧回路を介して 5V 電源に接続し、 出力電圧スルーレートと各種の PM 構成を設定 
します。 SM72442 で設定可能なモードについては、 アプリケーション情報を参照してください。

21 AIOUT 出力電流検出ピン。

22 I2C2 I2C 通信のアドレス指定。

23 NC4 未接続。 このピンは、 60.4k プルアップ抵抗を使って 5V 電源に接続してください。

24 LIB ローサイド昇圧 PWM 出力。

25 HIB ハイサイド昇圧 PWM 出力。

26 HIA ハイサイド降圧 PWM 出力。

27 LIA ローサイド降圧 PWM 出力。

28 PM パネル・モード・ピン。 アクティブ Lowです。 このピンを Lowにすると、チップが強制的にパネル・モードになります。 
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格

電気的特性

標準書体の規格は TJ ＝ 25 ℃に対して適用され、 太字の規格は接合部の全動作温度範囲で適用されます (Note 3)。

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 その値を超えて動作させると、 デバイスが破損する可能性があるリミット値のことです。 「動作定格」 とは、 デバイスが正常に

動作する条件をいいますが、 特定の性能リミット値を保証するものではありません。 保証性能のリミット値と関連する試験条件は、 「電気的特性」 の

表を参照してください。

Note 2: 人体モデルは、 100pF のコンデンサから 1.5kΩ の抵抗を通じて各ピンに放電します。

Note 3: 25 ℃時の Min/Max 各リミット値は 100％テストされます。 全温度範囲におけるリミット値は、 統計的品質管理 (SQC) 手法を用いて導いた相関関係に

より保証されます。 これらのリミット値は、 ナショナル セミコンダクターの平均出荷品質レベル (AOQL) の計算に使用されます。

Note 4: テストは行っていません。 設計により保証されています。

アナログ電源電圧 VA 
(VDDA - VSSA)

－ 0.3 ～ 6.0V

デジタル電源電圧 VD 
(VDDD - VSSD)

－ 0.3 ～ VA ＋ 0.3V
最大 6.0V

任意のピンの対 GND 電圧 － 0.3 ～ VA ＋ 0.3V

各ピンの入力電流 (Note 3) ± 10mA

パッケージ入力電流 (Note 3) ± 20mA

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

ESD 耐圧 (Note 2) 

人体モデル ＋ 2 kV 

動作温度 － 40 ℃～＋ 105 ℃

電源電圧 (VA) ＋ 4.75V ～ ＋ 5.25V  

電源電圧 (VD) ＋ 4.75V ～ VA

デジタル入力電圧 0 ～ VA

アナログ入力電圧 0 ～ VA

接合部温度 － 40 ℃～＋ 125 ℃
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動作説明

概要

SM72442 は、 4 つのスイッチからなる昇降圧型コンバータ向け
に 4 つの PWM ゲート駆動信号を出力できるプログラマブル
MPPT ( 最大電力点追従 ) コントローラで、 独立したパネル ・ 
モードも備えています。 代表的なアプリケーション回路の例を 
Figure 2 に示します。

SM72442 は高度なデジタル ・ コントローラを使用して、 PWM
信号を生成します。 MPPT アルゴリズムが入力電流と電圧を監 
視し、 PWM デューティ ・ サイクルの制御によって、 太陽光発

電モジュールから得られたエネルギーを最大限に活用します。
MPPT は極めて高速に動作します。 モジュールの最大電力点 
への収束は通常、 0.01 秒以内に行われます。 このため、 日射 
条件が急速に変化する場合でも、 コントローラは最適動作を維
持できます。

降圧、 昇圧、 パネル ・ モード間の移行はスムーズであり、 高
度なデジタル PWMディザリング手法の採用によって実効 PWM
分解能を高めています。 デジタル制御ロジックには、出力電圧 / 
電流制限機能が組み込まれています。 コントローラは短絡状態 
にも無負荷状態にも対応可能であり、 いずれの状態からもス
ムーズに回復します。

FIGURE 4.   High Level State Diagram for Startup
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動作説明 ( つづき )

スタートアップ

SM72442 はソフトスタート機能を備えており、 一定の時間
(250ms) で出力電圧を立ち上げます。

ソフトスタート時間中に出力電流が検出されない場合、チップは
60 秒間パネル ・ モードになります。 ADC 入力チャネル 4 で設 
定された最小出力電流スレッショルドに達すると、 カウンタがス
タートします。 この 60 秒の間、 出力電力が変動しても、 チップ 
は MPPT モードに移行しません。 60 秒が過ぎた後は、 出力電 
力に一定レベルの変動 (ADC 入力チャネル 2 で設定 ) がある
と、 チップが MPPT モードに移行します。

ソフトスタート時に出力電流が A/D チャネル 6 (A6) で設定され 
た電流スレッショルドを超えた場合は、 チップが MPPT モードに
移行します。

最大出力電圧

SM72442 の最大出力電圧は、ピン A0 の抵抗分圧回路の比に
よって設定されます (Figure 2 の代表的なアプリケーション回路  
を参照 )。

RT1 と RB1 は ADC ピン A0 の抵抗分圧回路を示し、 RFB1 と
RFB2 は出力電圧センス抵抗を示します。 RFB2 の代表値は約 
2kΩ です。

電流制限設定

最大出力電流は、 A4 ( ピン 18) の抵抗分圧回路を変更すれば設 
定できます (Figure 1 の代表的なアプリケーション回路を参照 )。 
AIOUT ( ピン 21) の電圧が A4 ( ピン 18) の電圧に等しくなると、  
出力で過電流が検出されます。 A4 の電圧は 5V 電源に接続され 
た抵抗分圧回路によって設定し、 AIOUT の電圧は電流センス ・
アンプ (SM72295 内蔵あるいはディスクリート回路 ) により設
定できます。

AVIN ピン

AVIN ピンは、 SM72442 の入力電圧を検出する A/D 入力で
す。 抵抗分圧回路を使用して、 最大電圧を約 4V ( フルスケー  
ル A/D 入力の 80％) まで調整できます。

調整可能な設定

A/D ピン A0、 A2、 A4、 A6 を使用し、 印加される電圧を調
整すると、 SM72442 の動作を設定できます。 設定方法の 1 つ
が、 Figure 2 に示すように抵抗分圧回路を使用したものです。 
この場合、 RT1 ～ RT4 は 20kΩ の範囲内に収める必要があり
ます。

ADC 入力チャネル 2 では、 パネル ・ モードのさまざまな開始 /
終了条件を設定できます。 以下の表に、ユーザーがピン A2 で 
設定可能な各種条件を示します。

また、 ADC チャネル 6 の入力であるピン A6 の電圧レベルを変
更すれば、 出力電圧スルーレート、 最小電流スレッショルド、
ソフトスタート時間終了後のパネル ・ モード期間も設定できま
す。
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動作説明 ( つづき )

パラメータの定義

出力電圧スルーレート制限のセトリング時間 : 出力電圧の変化 
の制限に使用される内部フィルタの時定数です。 高速スルー 
レートの場合、 出力電圧は 1V 増加するごとに 30ms の間抑制
され、 低速スルーレートの場合は、 1V 増加するごとに 62ms の
間抑制されます (Figure 5 を参照 )。

PM 開始時間 : 最初の電源投入またはリセットの後、 SM3320 
の出力がソフトスタートし、 この時間にわたってパネル ・ モード
に移行します。

MPPT 終了スレッショルドと MPPT 開始スレッショルド : Iout_th 
のヒステリシス ・ スレッショルドです。

昇圧開始比 : ソフトスタート電圧の立ち上がりの終了点です。 
1:1の場合はVout＝Vin になると終了し、1:1.2の場合は Vout ＝ 
1.2 × Vin になると終了します。

パネル ・ モード (PM) ピン

PM ピンを Low にすると、 SM72442 を強制的にパネル ・ モー
ドにできます。 一例として、このピンを外部温度センサの出力に 
接続した場合、 過熱状態が検出されると、 チップがパネル ・
モードに移行します。

昇降圧モードに一定時間 (ADC のチャネル 2 で調整可能 ) 移
行するか、 PM ピンが Low にされることにより、 パネル ・ モー
ドがイネーブルになると、 PM_OUT ピンが 400kHz の矩形波信
号を出力します。 Figure 6 に示すように、 ゲート ・ ドライバとトラ  
ンスを使用すれば、 この矩形波信号によってパネル ・ モード
FET を駆動できます。 
 

FIGURE 5.   Slew Rate Limitation Circuit

FIGURE 6.   Sample Application for Panel Mode Operation
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動作説明 ( つづき )

リセット ・ ピン

リセット ・ ピンを Low にすると、 チップは通常動作を中止し、
PM_OUT ピンの出力を含め PWM 出力をすべてオフにします。
以下の図に、 オシロスコープでキャプチャした強制リセット状態
を示します。

FIGURE 7.   Forced Reset Condition

Figure 7 に示すように、出力電圧と負荷電流の初期値はそれぞ 
れ 28V と 1A です。 リセット ・ ピンをグラウンドに接続にすると、 
出力電圧と負荷電流がすぐに減少します。 昇降圧型コンバー 
タでの MOSFET スイッチングも即座に停止します。 VLOB は、 
SM72295 からのローサイド昇圧出力を示しています。

アナログ入力

ADC の 1 つの入力チャネルの等価回路をFigure 8 に示します。 
ダイオード D1 と D2 はアナログ入力の ESD 保護を目的としてい
ます。 アナログ入力の動作範囲は 0V ～ VA です。 この範囲を 
超えると、 ESD ダイオードが導通して、 動作不良状態となりま
す。

Figure 8 に示すコンデンサ C1 の代表値は 3pF で、 これは主に 
パッケージのピン間容量です。 抵抗 R1 はマルチプレクサとト 
ラック / ホールド回路のスイッチに起因するもので、 代表値は

500Ω です。 コンデンサ C2 は ADC のサンプリング ・ コンデン 
サで、 代表値は 30pF です。 ADC は低インピーダンスの信号 
源で駆動されたときに最も高い性能を発揮します(100Ω以下)。
このような設計は、 ダイナミック信号のサンプリングの際には特
に重要です。 ダイナミック信号をサンプリングする場合に同様に 
重要なのがバンドパスまたはローパス ・ フィルタで、 これらを使
用すれば、 高調波や入力のノイズを低減できます。 多くの場
合、 このようなフィルタはアンチ ・ エイリアス ・ フィルタと呼ばれ
ます。

FIGURE 8.   Equivalent Input Circuit

デジタル入力とデジタル出力

デジタル入力信号の動作範囲は、 0V ～ VA (VA ＝ VDDA –  
VSSA) です。 これらはラッチアップが起こらないよう設計されて 
おり、デジタル電源 VD (VD ＝ VDDD – VSSD) より前にアサート 
してもリスクは発生しません。 デジタル出力信号の動作範囲は、 
VD により制御されます。 出力の High 電圧は VD － 0.5V (min)  
で、 Low 電圧は 0.4V (max) になります。

I2C 通信

SM72442 は、 I2C インタフェースを介して動作を制御します。 3 
つのデバイス ・ アドレス ・ ピンを備えており、 最大で 7 個の
SM72442 を同じ I2C マスタに接続できます。 I2C バスの詳細は、 
『The I2C Bus Specification』バージョン 2.1 (Doc#: 939839340011)     
を参照してください。

I2C ポートを利用すると、 ユーザーは PWM 信号のデューティ・
サイクルを制御できます。 レジスタreg4をI2Cで設定することで、 
入力 / 出力電圧と電流のオフセットも制御可能です。 制御レジ 
スタの提供によって高い柔軟性を実現しています。 以下の表 
に、 I2C ラインのレジスタ設定の詳細を示します。

reg0 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

55:40 RSVD 16'h0 R 将来のための予備

39:30 ADC6 10'h0 R アナログ ・ チャネル 6
( スルーレート検出の時定数。 A6 設定値の表を参照 )

29:20 ADC4 10'h0 R アナログ ・ チャネル 4 (iout_max: 最大許容出力電流 )
19:10 ADC2 10'h0 R アナログ ・ チャネル 2 ( 動作モード。 A2 設定値の表を参照 )

9:0 ADC0 10'h0 R アナログ ・ チャネル 0 (vout_max: 最大許容出力電圧 )

reg1 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

55:43 RSVD 13'h0 R 将来のための予備

42 burnin_n 1'h0 R IC への過熱入力

41 pt_n 1'h0 R IC への過電圧保護入力

40 mppt_ok 1'h0 R 内部 mppt_start 信号 ( テスト専用 )
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動作説明 ( つづき )

reg1 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

39:30 Vout 10'h0 R 出力電圧

29:20 Iout 10'h0 R 出力電流

19:10 Vin 10'h0 R 入力電圧

9:0 Iin 10'h0 R 入力電流

reg3 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

55:47 RSVD 9'd0 R/W 予約済み

46 overide_adcprog 1'b0 R/W 1'b1 に設定すると、 ADC の代わりに以下のオーバーライド ・ レジスタが
使用されます。

45 RSVD 1'b0 R/W 予約済み

44:43 RSVD 2'd0 R/W 予約済み

42 power_thr_sel 1'b0 R/W reg3[46] をセットした場合に、 ADC ch2[9] の代わりに使用される
オーバーライド ・ レジスタ (1/25:3.1% または 1/26:1.6%)

41:40 bb_in_ptmode_sel 2'd0 R/W reg3[46] をセットした場合に、 ADC ch2[8:7] の代わりに使用される
オーバーライド ・ レジスタ

(100%=4 秒として 5％、 10％、 25％、 または 50％)
39:30 iout_max 10'd1023 R/W reg3[46] をセットした場合に、 ADC ch4 の代わりに最大電流

スレッショルドに使用されるオーバーライド ・ レジスタ

29:20 vout_max 10'd1023 R/W reg3[46] をセットした場合に、 ADC ch0 の代わりに最大電圧
スレッショルドに使用されるオーバーライド ・ レジスタ

19:17 tdoff 3'h3 R/W デッドタイムのオフ時間

16:14 tdon 3'h3 R/W デッドタイムのオン時間 
13:5 dc_open 9'hFF R/W 開ループ ・ デューティ ・ サイクル ( テスト専用 )

4 pass_through_sel 1'b0 R/W 1'b1 で PM ピン 28 をオーバーライドして、 reg3[3] を使用します。 
3 pass_through_manual 1'b0 R/W pass_through_sel ビットが 1'b1 の場合にパネル ・ モードを制御します。

2 bb_reset 1'b0 R/W 1'b1 でソフト ・ リセット制御します。

1 clk_oe_manual 1'b0 R/W ピン 5 への PLL クロックの出力をイネーブルにします。

0 開ループ動作 1'b0 R/W 開ループ動作 (MPPT はディスエーブル。 reg 3b13:5 からデューティ ・
サイクル ・ コマンドを取得 )。 デバイスが開ループに入るには、 1 に設定

してから、 bb_reset をアサートしてアサート解除します ( テスト専用 )。

reg4 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

55:32 RSVD 24'd0 R/W 予約済み

31:24 Vout オフセット 8'h0 R/W 出力電圧のオフセット

23:16 Iout オフセット 8'h0 R/W 出力電流のオフセット

15:8 Vin オフセット 8'h0 R/W 入力電圧のオフセット

7:0 Iin オフセット 8'h0 R/W 入力電流のオフセット

reg5 レジスタの説明

ビット フィールド リセット値 R/W ビット ・ フィールドの説明

55:40 RSVD 15'd0 R/W 予約済み

39:30 iin_hi_th 10'd40 R/W 入力電流の上側スタート ・ スレッショルド

29:20 iin_lo_th 10'd24 R/W 入力電流の下側スタート ・ スレッショルド

19:10 iout_hi_th 10'd40 R/W 出力電流の上側スタート ・ スレッショルド

9:0 iout_lo_th 10'd24 R/W 出力電流の下側スタート ・ スレッショルド
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SCL ラインと SDA ラインはいずれも双方向で、I2C0 ピン、I2C1
ピン、 I2C2 ピンによってデバイス・アドレスを設定できます。 5V 
電源に接続されたプルアップ抵抗 (10k) を使用して、デバイス・
アドレスのビットに 1 を設定します。 スレーブのデバイス ・ アドレ 
ス指定は以下のように行います。

SDA と SCL のオープンドレイン出力

SCL 出力と SDA 出力はオープンドレイン出力であり、 プルアッ
プ抵抗は内蔵されていません。 一般的には、 プルアップ抵抗
によって何らかの外部ソースからプルアップ電流が供給される
までこれらのピンが、 High レベルになることはありません。 抵抗 
値は、 負荷容量やトレース長など多くのシステム要素を基に選
択します。 SM72442 のプルアップ抵抗の場合、 代表値の範囲 
は 2kΩ ～ 10kΩ です。 プルアップ抵抗値の選択の詳細は、 
I2C バスの仕様を参照してください。

SM72442 との通信

SM72442 のデータ ・ レジスタはコマンド ・ レジスタによって選択
します。 コマンド ・ レジスタは、 ベース ・ アドレス 0xE0 からのオ 
フセットです。 SM72442 の中の各データ ・ レジスタには、 次の 
2 種類のアクセス区分があります。

1) 読み出しのみ (Reg0、 Reg1)

2) 同一アドレスに対する読み出しと書き込み (Reg3、 Reg4、 
Reg5)

FIGURE 9.   I2C Read Sequence
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FIGURE 10.   I2C Write Sequence

デジタル信号へのクロストーク ・ ノイズが 400mVp-p ( ヒステリシ 
ス電圧の typ 値 ) より大きい場合や GND に対して 500mV 未満
のアンダーシュートがあると、 SM72442 との I2C の通信は正常
に行われない可能性があります。 I2C から ACK ( 確認 ) 応答が  
返されない現象が最も多く、 バス上に不必要なトラフィックが発
生します。 I2C 通信の最高周波数は比較的低い値 ( 最高
400kHz) ですが、 複数のデバイスがバスに接続されている場

合、 またはプリント基板上の配線が長い場合は、 適切な終端
を行う必要があります。 ノイズの振幅とリンギングを抑えるため、 
SDA、 SCL ラインに追加の直列抵抗を挿入する方法もありま
す。 また SDA、SCL ラインと高速なデジタル信号を基板層間で 
交差させる場合は直角とし、あわせてクロストークを抑えるため、
デジタル信号はスイッチング電源部からなるべく離して配線して
ください。
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品 と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は、 こ の発行物の内容の正確性または完全性について、 いかな る表明または保証もいた し ません。 また、 仕様 と 製品説明を予告な
く 変更する権利を有し ます。 この ド キ ュ メ ン ト はいかなる知的財産権に対する ラ イセン ス も、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る惹起、
またはその他を問わず、 付与する ものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社が自社の製品保証を維持する ために必要と考え る範囲に用いられます。 政府が 
課す要件によ って指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メ ータの試験を必ずし も実施するわけではあ り ません。 ナシ ョ ナ
ル セ ミ コ ンダ ク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の部品  
を使用し た製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品を用いたいかな る製品の使用ま 
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じ なければな り ません。

それら製品の販売に関するナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社と の取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は一切の義務を負わないもの と し、 また、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連し た義務または保証を含むいかな る表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor と ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ターのロゴはナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブ ラ ン ド     
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